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【手続補正書】
【提出日】平成31年3月6日(2019.3.6)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　対象における2型糖尿病(T2D)の治療のための血糖コントロールの改善、対象における肥
満の治療、T2Dを有する対象における肥満の治療、T2Dを有する対象におけるグルコース不
耐性の治療、又は、T2Dを有する対象におけるインスリン抵抗性の治療のための、医薬の
製造における、膵内分泌前駆細胞集団の使用であって、
　(a)膵内分泌前駆細胞集団を対象に移植する工程と、
　(b)膵内分泌前駆細胞集団をインビボで成熟させて、膵内分泌細胞を含む集団を生成す
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る工程と
を含む、使用。
【請求項２】
　前記細胞が、T2Dを有する対象における血糖コントロールの改善において使用するため
のものである、請求項１に記載の使用。
【請求項３】
　前記細胞が、対象におけるT2Dの治療において使用するためのものである、請求項１に
記載の使用。
【請求項４】
　前記細胞が、対象における肥満の治療において使用するためのものである、請求項１に
記載の使用。
【請求項５】
　前記細胞が、T2Dを有する対象における肥満の治療において使用するためのものである
、請求項１に記載の使用。
【請求項６】
　前記細胞が、T2Dを有する対象におけるグルコース不耐性の治療において使用するため
のものである、請求項１に記載の使用。
【請求項７】
　前記細胞が、T2Dを有する対象におけるインスリン抵抗性の治療において使用するため
のものである、請求項１に記載の使用。
【請求項８】
　対象を1つ又は複数の小分子抗糖尿病薬で治療する工程を更に含む、請求項１から７の
いずれか一項に記載の使用。
【請求項９】
　1つ又は複数の小分子抗糖尿病薬が、以下の:
メグリチニド;スルホニル尿素;ジペプチジルペプチダーゼ4(DPP-4)阻害剤;ビグアナイド;
チアゾリジンジオン;アルファ-グルコシダーゼ阻害剤;ナトリウム-グルコース共輸送体2(
SGLT-2)阻害剤;胆汁酸封鎖剤;レパグリニド;ナテグリニド;グリピジド;グリメピリド;グ
リブリド;サキサグリプチン;シタグリプチン;リナグリプチン;メトホルミン;ロシグリタ
ゾン;ピオグリタゾン;アカルボース;ミグリトール;カナグリフロジン;ダパグリフロジン;
エンパグリフロジン;及びコレセベラム
から選択される、請求項８に記載の使用。
【請求項１０】
　膵内分泌前駆細胞が、インビボで成熟して、少なくとも2%の膵内分泌細胞を含む集団を
生成する、請求項４から７のいずれか一項、又は、請求項４から７のいずれか一項に従属
する場合の請求項８もしくは９に記載の使用。
【請求項１１】
　血糖コントロールが、H1Abcレベルにより測定される、請求項１から１０のいずれか一
項に記載の使用。
【請求項１２】
　膵内分泌前駆細胞集団を対象に移植し、膵内分泌前駆細胞集団をインビボで成熟させて
、膵内分泌細胞を含む集団を生成することによって、対象において、2型糖尿病(T2D)、肥
満、又は、T2Dを有する対象における、肥満、グルコース不耐性、もしくはインスリン抵
抗性を治療するための、あるいは、2型糖尿病(T2D)を有する対象における血糖コントロー
ルを改善するための、膵内分泌前駆細胞集団を含む組成物。
【請求項１３】
　対象に治療的に有効量の1つ又は複数の小分子抗糖尿病薬をさらに投与するために用い
られる、請求項１２に記載の組成物。
【請求項１４】
　膵内分泌前駆細胞が、インビボで成熟して、少なくとも2%の膵内分泌細胞を含む集団を
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生成する、請求項１２又は１３に記載の組成物。
【請求項１５】
　1つ又は複数の小分子抗糖尿病薬が、以下の:
メグリチニド;スルホニル尿素;ジペプチジルペプチダーゼ4(DPP-4)阻害剤;ビグアナイド;
チアゾリジンジオン;アルファ-グルコシダーゼ阻害剤;ナトリウム-グルコース共輸送体2(
SGLT-2)阻害剤;及び胆汁酸封鎖剤
から選択される、請求項１３又は１４に記載の組成物。
【請求項１６】
　小分子抗糖尿病薬が、以下の:
レパグリニド;ナテグリニド;グリピジド;グリメピリド;グリブリド;サキサグリプチン;シ
タグリプチン;リナグリプチン;メトホルミン;ロシグリタゾン;ピオグリタゾン;アカルボ
ース;ミグリトール;カナグリフロジン;ダパグリフロジン;エンパグリフロジン;及びコレ
セベラム
からなる群から選択される、請求項１３又は１４に記載の組成物。
【請求項１７】
　抗糖尿病薬が、シタグリプチン、メトホルミン、及びロシグリタゾンからなる群から選
択される、請求項１３又は１４に記載の組成物。
【請求項１８】
　血糖コントロールが、H1Abcレベルにより測定される、請求項１２から１７のいずれか
一項に記載の組成物。
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